
































• C言語 (LatticeC) 
・スクリーンエディタ (RED+ +) 
.日本語入力辞書
・ワードプロセッサ (OAYSYS)
・表計算ソフトウェア (Lotus 1 -2 -3) 


































* Nagasaki Univ. Science Information Center * 
* ∞∞∞ センタ一利用メニュー ∞∞∞ 本
本 1. MS Pモード(大型計算機TSS利用) * 
牢 2. UT Sモード(大型計算機UNIX利用) 牢
* 3. MS-DOSモード 本
本 4. センター・ニュース 本
本 5.一斉講義用(教官とのファイルの送受信) 本
本 6.一斉講義用(教官からのファイルの自動送受信) * 
本 7.終了 本
本 メニュー番号を入力し、実行キーを押して下さい。=> 本
本 日付:1990年 1月 1日開始時間 1時1分本
本牢牢本本本本本木本本本本本牢本本本本本本本本本本*本本牢本*本本本本本本本本本本本本本本**本本本本本本本本牢本牢木本牢本本牢本本牢牢本*本本
(2) 端末の利用管理
①利用者の利用資格の検査
ユーザIDとパスワードによる利用資格のチェックを、ホスト計算機のMSPシス
テムにより行。っている。
②端末装置及びMS-DOSコマンド使用状況の記録
パソコン端末のハードディスクのログ・ファイルに、電源投入から投下までの
各セッションごとに、次の項目のデータを記録し、このログ・ファイルは、次
の使用開始日の最初のセッションでホスト計算機のMSPシステムに転送し、課
金情報や統計情報として利用している。
・ユーザID，グループID，端末ID
・使用開始時刻，最終コマンド入力時刻，セッション時間
・MS-DOSのコマンド(150種類)に関する呼び出し回数及び使用時間
本レポートの 5.センタ一利用諸統計に全ユーザの平成元年2月から 12月まで
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のワークステーション・コマンドログの統計を載せているが、この中にはワー
クステーション管理管理システムが発行しているコマンドも含んでいる。
(3) ファイル管理(プロテクト・システム)
・暗号化による複写防止
・実行型ファイルの暗号化及びローディング時の復号化
.システムファイルの削除防止
・ファイルのアトリビュートの変更
6. おわりに
本稿で述べたシステムは、平成元年1月から稼働を開始し4月から学生の情報処理
教育に利用されているが、今年度については、従来からの汎用OSの利用を中心とし
たした講義がほとんどであった。そのため、利用統計情報には特にパソコンのMS-
DOSに興味を持った学生や一般利用者の特別なデータが多く、まだ、平均的な利用
の傾向を把握するまでには至っていない。しかし、今後、本格的に多数の講義に利
用されると、いろいろな統計情報が得られ、また、問題点も明らかになってくると
思われるので別の機会に報告したい。
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